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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１ベース部と、前記第１ベース部から第１方向に突出する第１台座部と、を有する第
１支持枠と、
　光学素子と、
　前記光学素子を支持する部材であって、概ね筒状の第１軸受部を有する第２支持枠と、
　前記第１軸受部に挿入され前記第１台座部に固定されたガイド軸と、
を備え、
　前記第１台座部は、前記第１方向から見た場合に前記ガイド軸の外形の範囲内に配置さ
れ、
　前記ガイド軸は、前記第１軸受部に挿入された軸本体を有しており、
　前記第１台座部は、前記第１方向から見た場合に前記軸本体の外形の範囲内に配置され
、
　前記第１支持枠は、少なくとも前記第１台座部に形成された第１支持孔を有しており、
　前記ガイド軸は、前記軸本体の第１端部から突出し前記第１支持孔に挿入される第１固
定部を有している、
レンズ鏡筒。
【請求項２】
　前記第１台座部の最大外形寸法は、前記軸本体の最大外形寸法と同等または前記軸本体
の最大外形寸法よりも小さい、
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請求項１に記載のレンズ鏡筒。
【請求項３】
　前記第１支持孔は、前記第１台座部および前記第１ベース部を前記第１方向に貫通して
いる、
請求項１又は２に記載のレンズ鏡筒。
【請求項４】
　前記第１固定部の前記第１方向の寸法は、前記第１支持孔の前記第１方向の寸法と概ね
同じである、
請求項１から３のいずれかに記載のレンズ鏡筒。
【請求項５】
　前記第１支持枠は、前記第１ベース部に固定され前記第１ベース部と前記第１方向に間
隔を空けて配置された第２ベース部と、前記第１方向において前記第１台座部の方に前記
第２ベース部から突出し前記第１台座部と前記第１方向に間隔を空けて配置された第２台
座部と、を有しており、
　前記ガイド軸は、前記第１台座部および前記第２台座部に固定されている、
請求項１から４のいずれかに記載のレンズ鏡筒。
【請求項６】
　前記第２台座部は、前記第１方向から見た場合に前記ガイド軸の外形の範囲内に配置さ
れている、
請求項５に記載のレンズ鏡筒。
【請求項７】
　前記第２台座部の最大外形寸法は、前記軸本体の最大外形寸法と同等または前記軸本体
の最大外形寸法よりも小さい、
請求項５又は６に記載のレンズ鏡筒。
【請求項８】
　前記第１支持枠は、少なくとも前記第２台座部に形成された第２支持孔を有しており、
　前記ガイド軸は、前記軸本体の第２端部から突出し前記第２支持孔に挿入される第２固
定部を有している、
請求項５から７のいずれかに記載のレンズ鏡筒。
【請求項９】
　前記第２支持孔は、前記第２台座部および前記第２ベース部を前記第１方向に貫通して
いる、
請求項８に記載のレンズ鏡筒。
【請求項１０】
　前記第２固定部の前記第１方向の寸法は、前記第２支持孔の前記第１方向の寸法と概ね
同じである、
請求項８又は９に記載のレンズ鏡筒。
【請求項１１】
　前記第２支持枠は、前記第１軸受部よりも前記第２台座部に近い位置に配置された概ね
筒状の第２軸受部を有しており、
　前記ガイド軸は、前記第１軸受部および前記第２軸受部に挿入されている、
請求項５から１０のいずれかに記載のレンズ鏡筒。
【請求項１２】
　前記第２軸受部の前記第１方向の寸法は、前記第２台座部の前記第１方向の寸法よりも
長い、
請求項１１に記載のレンズ鏡筒。
【請求項１３】
　前記第２軸受部は、前記ガイド軸が挿入された第２摺動孔を有しており、
　前記第２摺動孔の前記第１方向の寸法は、前記第２台座部の前記第１方向の寸法よりも
長い、
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請求項１２に記載のレンズ鏡筒。
【請求項１４】
　前記第１軸受部の前記第１方向の寸法は、前記第１台座部の前記第１方向の寸法よりも
長い、
請求項１から１３のいずれかに記載のレンズ鏡筒。
【請求項１５】
　前記第１軸受部は、前記ガイド軸が挿入された第１摺動孔を有しており、
　前記第１摺動孔の前記第１方向の寸法は、前記第１台座部の前記第１方向の寸法よりも
長い、
請求項１４に記載のレンズ鏡筒。
【請求項１６】
　請求項１から１５のいずれかに記載のレンズ鏡筒を備えた撮像装置。

                                                                        

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　ここに開示される技術は、レンズ鏡筒およびそれを用いた撮像装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ＣＣＤ（Ｃｈａｒｇｅ　Ｃｏｕｐｌｅｄ　Ｄｅｖｉｃｅ）やＣＭＯＳ（Ｃｏｍｐ
ｌｅｍｅｎｔａｒｙ　ｍｅｔａｌ－ｏｘｉｄｅ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ）センサ等
の撮像素子を用いた撮像装置の普及が著しい。撮像装置としては、例えばデジタルスチル
カメラやデジタルビデオカメラなどが挙げられる。一般に、撮像装置には、被写体の光学
像を撮像素子に結像させるためのレンズ鏡筒が搭載されている。この種のレンズ鏡筒とし
て、撮影をしない場合にレンズ鏡筒がカメラ本体に収納される沈胴式レンズ鏡筒が用いら
れている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平２００８－１８５７８６号公報
【特許文献２】特開２００８－２０９６４７号公報
【特許文献３】特開２００７－４０３０号公報
【特許文献４】特開平１１－７２６８３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　一方で、レンズなどの光学素子が固定されたレンズ枠をシャフトにより光軸方向に案内
する構成が提案されている（例えば、特許文献２～４参照）。レンズ枠は摺動部を有して
おり、摺動部にシャフトが挿入されている。シャフトの両端は静止枠の固定部に固定され
ている。シャフトの固定強度を確保するために、固定部の案内方向の寸法は大きく設定さ
れている。
　しかし、固定部の寸法を大きく設定すると、レンズ枠の可動範囲を狭くするか、あるい
は、レンズ鏡筒を大きくする必要がある。したがって、レンズ枠の可動範囲を広く確保し
つつ、レンズ鏡筒の小型化を実現するのは困難となっている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　ここに開示されるレンズ鏡筒は、第１支持枠と、光学素子と、第２支持枠と、ガイド軸
と、を備えている。第１支持枠は、第１ベース部と、第１ベース部から第１方向に突出す
る第１台座部と、を有している。第２支持枠は、光学素子を支持する部材であって、概ね
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筒状の第１軸受部を有している。ガイド軸は、第１軸受部に挿入されており、第１台座部
に固定されている。第１台座部は、第１方向から見た場合にガイド軸の外形の範囲内に配
置されている。
　ガイド軸は、第１軸受部に挿入された軸本体を、有している。第１台座部は、第１方向
から見た場合に、軸本体の外形の範囲内に配置される。第１支持枠は、少なくとも第１台
座部に形成された第１支持孔を、有している。ガイド軸は、軸本体の第１端部から突出し
第１支持孔に挿入される第１固定部を、有している。
【０００６】
　ここで、「ガイド軸の外形の範囲内」とは、第１方向から見た場合のガイド軸の輪郭の
範囲内を意味している。「第１台座部がガイド軸の外形の範囲内に配置されている」には
、第１台座部の外形がガイド軸の外形と一致している場合も含まれる。
【発明の効果】
【０００７】
　このレンズ鏡筒では、第１方向から見た場合に第１台座部がガイド軸の外形の範囲内に
配置されているので、第１軸受部がガイド軸の外周側の領域だけでなく第１台座部の外周
側の領域まで移動することができる。したがって、第２支持枠の可動領域を広く確保しつ
つ、レンズ鏡筒の小型化を図ることができる。また、このレンズ鏡筒を搭載した撮像装置
でも同様の効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】デジタルカメラの斜視図
【図２】レンズ鏡筒の断面図（広角端）
【図３】レンズ鏡筒の断面図（望遠端）
【図４】レンズ鏡筒の断面図（沈胴時）
【図５】マスターフランジおよび第３レンズ群ユニットの分解斜視図
【図６】マスターフランジおよび第３レンズ群ユニットの断面図
【図７】ガイド軸およびその周辺の断面図
【図８】図７のVIII－VIII断面図
【図９】図７のIX－IX断面図
【図１０】ガイド軸およびその周辺の断面図（他の実施形態）
【図１１】ガイド軸およびその周辺の断面図（他の実施形態）
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　＜デジタルカメラの構成＞
　図１に示すように、デジタルカメラ１（撮像装置の一例）にはレンズ鏡筒１００（レン
ズ鏡筒の一例）が搭載されている。ここで、撮像装置としては、例えば撮像素子を用いた
デジタルスチルカメラやデジタルビデオカメラが挙げられる。また、撮像素子としては、
例えばＣＣＤイメージセンサやＣＭＯＳイメージセンサが挙げられる。
　＜レンズ鏡筒の全体構成＞
　レンズ鏡筒１００の全体構成について説明する。図２～図４に示すように、レンズ鏡筒
１００は、光学系Ｏと、固定鏡筒１１０（第１支持枠の一例）と、固定鏡筒１１０の内側
に配置された移動鏡筒１２０と、ＣＣＤユニット２６０と、を備えている。
　光学系Ｏは、第１レンズ群１４０ａ、第２レンズ群１４０ｂおよび第３レンズ群１４０
ｃを有している。光学系Ｏは各レンズ群により定義される光軸Ｌを有している。以下、光
軸Ｌに平行な方向を光軸方向とも言う。なお、光軸方向は、第１方向の一例である。
【００１０】
　第１～第３レンズ群１４０ａ～１４０ｃは、それぞれ複数枚のレンズを組み合わせて構
成されている。なお、第１～第３レンズ群１４０ａ～１４０ｃは単一のレンズから構成さ
れていてもよい。第１レンズ群１４０ａは被写体の光学像を取り込むためのレンズ群であ
る。第２レンズ群１４０ｂはズーム調整に用いられる。第３レンズ群１４０ｃはフォーカ
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ス調整に用いられる。第１～第３レンズ群１４０ａ～１４０ｃの間隔を変化させることに
より、ズームやフォーカスが調整される。
　移動鏡筒１２０は、固定鏡筒１１０に対して前方（被写体側）に繰り出されたり、固定
鏡筒１１０の内部に収納されたりする。具体的には、移動鏡筒１２０は、第１移動鏡筒１
２０ａと、第２移動鏡筒１２０ｂと、第３移動鏡筒１２０ｃと、第２レンズ枠１３０ｂ（
第２移動枠の一例）と、を有している。
【００１１】
　第３移動鏡筒１２０ｃの内側に第２移動鏡筒１２０ｂが配置されており、第２移動鏡筒
１２０ｂの内側に第１移動鏡筒１２０ａが配置されている。撮影時には、第３移動鏡筒１
２０ｃに対して第２移動鏡筒１２０ｂが繰り出され、第２移動鏡筒１２０ｂに対して第１
移動鏡筒１２０ａが繰り出される。また、沈胴時には、第３移動鏡筒１２０ｃに第２移動
鏡筒１２０ｂが収納され、第２移動鏡筒１２０ｂに第１移動鏡筒１２０ａが収納される。
このように、固定鏡筒１１０に対して第１～第３移動鏡筒１２０ａ～１２０ｃが前方に繰
り出されたり、固定鏡筒１１０に第１～第３移動鏡筒１２０ａ～１２０ｃが収納されたり
する。第１～第３移動鏡筒１２０ａ～１２０ｃが前方に繰り出された際は、第１移動鏡筒
１２０ａが最前面に繰り出される。
　＜レンズ鏡筒の詳細構成＞
　次に、レンズ鏡筒１００について詳細に説明する。
【００１２】
　図２～図４に示すように、固定鏡筒１１０は、円筒状の固定枠２３０と、この固定枠２
３０に固定されたマスターフランジ２４０と、を有している。固定枠２３０の内側に第３
移動鏡筒１２０ｃが光軸方向に移動可能に配置されている。固定鏡筒１１０により第３レ
ンズ枠１３０ｃが光軸方向に移動可能に支持されている。マスターフランジ２４０の中心
部には、ＣＣＤユニット２６０（撮像素子の一例）と、赤外線遮断用のＩＲカットガラス
２５０と、が配置されている。
　図２～図４に示すように、第１移動鏡筒１２０ａは、第１レンズ枠１３０ａと、第１レ
ンズ群１４０ａを保護するためのバリアユニット１５０と、を有している。第１レンズ枠
１３０ａには第１レンズ群１４０ａが固定されている。バリアユニット１５０は第１レン
ズ枠１３０ａの前側（被写体側）に配置されている。このバリアユニット１５０は複数の
バリア羽根１５０ａを有している。撮影時には、バリア羽根１５０ａが開き、第１レンズ
群１４０ａに光が入射する（例えば、図２および図３参照）。非撮影時（つまり、沈胴時
）には、バリア羽根１５０ａが閉じて、バリア羽根１５０ａにより第１レンズ群１４０ａ
が保護される（例えば、図４参照）。
【００１３】
　図２～図４に示すように、第２移動鏡筒１２０ｂは、円筒状のカメラカム枠１６０と、
このカメラカム枠１６０の内側に配置された円筒状の直進枠１７０と、を有している。直
進枠１７０の内側には第１移動鏡筒１２０ａが光軸方向に移動可能に配置されている。ま
た、第２移動鏡筒１２０ｂにより第１移動鏡筒１２０ａおよび第２レンズ枠１３０ｂが光
軸方向に移動可能に支持されている。具体的には、カメラカム枠１６０の内周面にはカム
溝が形成されている。このカム溝により第１レンズ枠１３０ａおよび第２レンズ枠１３０
ｂが光軸方向に案内される。この結果、カム溝の形状に応じて第１レンズ群１４０ａおよ
び第２レンズ群１４０ｂが光軸方向に移動する。直進枠１７０には直進溝が形成されてい
る。この直進枠１７０により、第１レンズ群１４０ａおよび第２レンズ群１４０ｂが固定
鏡筒１１０に対して回転することなく光軸方向に移動する。
【００１４】
　図２～図４に示すように、第３移動鏡筒１２０ｃは、円筒状の駆動枠２１０と、駆動枠
２１０の内側に配置された貫通カム枠２２０と、を有している。貫通カム枠２２０の内側
に第２移動鏡筒１２０ｂが光軸方向に移動可能に配置されている。
　図２～図４に示すように、第２レンズ枠１３０ｂには、例えばシャッターユニット１８
０、手ブレ補正機構１８５および絞り機構（図示せず）が取り付けられている。シャッタ
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ーユニット１８０は第２レンズ群１４０ｂの後側に配置されたシャッター１８０ａを有し
ている。手ブレ補正機構１８５は第２レンズ群１４０ｂを光軸Ｌに垂直な面内で移動可能
に支持している。第２レンズ枠１３０ｂにより第２レンズ群１４０ｂが保持されている、
ということもできる。絞り機構は光学系Ｏの絞り調整を行う。シャッターユニット１８０
、手ブレ補正機構１８５および絞り機構にはフレキシブル配線１９０を介してコントロー
ラ（図示せず）から制御信号が伝達される。
【００１５】
　＜第３レンズ群ユニットの詳細構成＞
　ここで、図４～図６を用いて第３レンズ群ユニット５００の詳細構成について説明する
。
　第３レンズ群ユニット５００は第３レンズ群１４０ｃ（光学素子の一例）および第３レ
ンズ枠１３０ｃを有している。第３レンズ群１４０ｃは、フォーカス調整用のレンズであ
り、第３レンズ枠１３０ｃに固定されている。第３レンズ群ユニット５００は固定鏡筒１
１０により光軸方向に移動可能に支持されている。具体的には、固定鏡筒１１０は、マス
ターフランジ２４０、固定枠２３０およびガイド軸１８６を有している。マスターフラン
ジ２４０には、第３レンズ群１４０ｃを光軸方向に駆動するためのステッピングモータ５
０２が固定されている。
【００１６】
　第３レンズ枠１３０ｃは固定鏡筒１１０により光軸方向に移動可能に支持されている。
第３レンズ枠１３０ｃは本体部１３１およびガイド部５０１を有している。
　本体部１３１は第３レンズ群１４０ｃを支持している。本体部１３１には第３レンズ群
１４０ｃが固定されている。
　ガイド部５０１は、後述するガイド軸１８６（ガイド軸の一例）と摺動可能に配置され
ており、本体部１３１に固定されている。本実施形態では、ガイド部５０１および本体部
１３１は樹脂等により一体成形されている。
　図７に示すように、ガイド部５０１は概ね筒状の部材であり、ガイド部５０１にはガイ
ド軸１８６が挿入されている。ガイド部５０１は第１軸受部５０１ａ（第１軸受部の一例
）、第２軸受部５０１ｂ（第２軸受部の一例）および中間部５０１ｅを有している。
【００１７】
　第１軸受部５０１ａは、概ね筒状の部分であり、本体部１３１と光軸方向に一体で移動
可能に配置されている。第１軸受部５０１ａはガイド軸１８６と摺動可能に配置された第
１摺動孔５０１ｃ（第１摺動孔の一例）を有している。第１摺動孔５０１ｃにはガイド軸
１８６が挿入されている。第１軸受部５０１ａの光軸方向の寸法Ｈ１（第１摺動孔５０１
ｃの光軸方向の寸法）は、第１台座部５０６ｂ（後述）の光軸方向の寸法Ｈ２よりも長く
設定されている。
　第２軸受部５０１ｂは、概ね筒状の部分であり、本体部１３１および第１軸受部５０１
ａと光軸方向に一体で移動可能に配置されている。第２軸受部５０１ｂはガイド軸１８６
と摺動可能に配置された第２摺動孔５０１ｄ（第２摺動孔の一例）を有している。第２摺
動孔５０１ｄにはガイド軸１８６が挿入されている。第２軸受部５０１ｂの光軸方向の寸
法Ｈ３（第２摺動孔５０１ｄの光軸方向の寸法）は、第２台座部５０７ｂの光軸方向の寸
法Ｈ４よりも長く設定されている。
【００１８】
　第２軸受部５０１ｂは第１軸受部５０１ａよりも第２台座部５０７ｂに近い位置に配置
されている。第１軸受部５０１ａおよび第２軸受部５０１ｂは、光軸方向に間隔を空けて
配置されており、中間部５０１ｅにより連結されている。第１軸受部５０１ａおよび第２
軸受部５０１ｂの内径は中間部５０１ｅの内径よりも小さいので、中間部５０１ｅはガイ
ド軸１８６と摺動しない。
　マスターフランジ２４０はプレート部２４１（第１ベース部の一例）および第１台座部
５０６ｂ（第１台座部の一例）を有している。プレート部２４１および第１台座部５０６
ｂは、例えば樹脂等により一体成形されている。第１台座部５０６ｂはプレート部２４１
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から光軸方向に突出している。より詳細には、第１台座部５０６ｂはプレート部２４１の
第１規制面５０６ｃから第２台座部５０７ｂの方に突出している。第１台座部５０６ｂお
よびプレート部２４１には第１支持孔５０６ａ（第１支持孔の一例）が形成されている。
本実施形態では、第１支持孔５０６ａは第１台座部５０６ｂおよびプレート部２４１を光
軸方向に貫通している。第１台座部５０６ｂに第１支持孔５０６ａが形成されているので
、第１台座部５０６ｂは円筒形状を有している。
【００１９】
　さらに、図５および図６に示すように、マスターフランジ２４０はバネガイド５０４を
有している。バネガイド５０４にはバネ５０５が装着されている。バネ５０５により第３
レンズ枠１３０ｃはＡ１方向に常に押されている。第３レンズ枠１３０ｃはステッピング
モータ５０２の回転軸に装着された駆動部材５０２ａと当接している。バネ５０５により
第３レンズ枠１３０ｃは駆動部材５０２ａに押し付けられている。ステッピングモータ５
０２が駆動部材５０２ａを光軸方向に駆動すると、駆動部材５０２ａとともに第３レンズ
枠１３０ｃもマスターフランジ２４０に対して光軸方向に移動する。
　一方、図７に示すように、固定枠２３０は環状部２３１（第２ベース部の一例）および
第２台座部５０７ｂ（第２台座部の一例）を有している。環状部２３１および第２台座部
５０７ｂは、例えば樹脂等により一体成形されている。環状部２３１はマスターフランジ
２４０と光軸方向に間隔を空けて配置されている。環状部２３１およびプレート部２４１
の間には、第３レンズ枠１３０ｃが移動する空間が形成されている。
【００２０】
　第２台座部５０７ｂは環状部２３１から光軸方向に突出している。具体的には、第２台
座部５０７ｂは、光軸方向において第１台座部５０６ｂの方に環状部２３１（より詳細に
は、環状部２３１の第２規制面５０７ｃ）から突出しており、第１台座部５０６ｂと光軸
方向に間隔を空けて配置されている。第２台座部５０７ｂおよび環状部２３１には第２支
持孔５０７ａが形成されている。本実施形態では、第２支持孔５０７ａは第２台座部５０
７ｂおよび環状部２３１を光軸方向に貫通している。第２台座部５０７ｂに第２支持孔５
０７ａが形成されているので、第２台座部５０７ｂは円筒形状を有している。
　図７に示すように、ガイド軸１８６は、第３レンズ枠１３０ｃを光軸方向に案内するた
めの部材であり、両端が固定枠２３０およびマスターフランジ２４０に固定されている。
ガイド軸１８６はガイド部５０１（第１軸受部５０１ａおよび第２軸受部５０１ｂ）に挿
入されている。ガイド軸１８６は例えば金属製である。
【００２１】
　ガイド軸１８６の両端は第１台座部５０６ｂおよび第２台座部５０７ｂにそれぞれ固定
されている。ガイド軸１８６は、軸本体１８６ａ（軸本体の一例）、第１固定部１８６ｂ
（第１固定部の一例）および第２固定部１８６ｃ（第２固定部の一例）を有している。
　軸本体１８６ａは、光軸方向に細長く延びる円柱状の部分であり、第１台座部５０６ｂ
および第２台座部５０７ｂの間に配置されている。軸本体１８６ａは第１端部１８６ｄお
よび第２端部１８６ｅを有している。第１端部１８６ｄは第１台座部５０６ｂと光軸方向
に当接している。第２端部１８６ｅは第２台座部５０７ｂと光軸方向に当接している。軸
本体１８６ａは、第１軸受部５０１ａおよび第２軸受部５０１ｂに挿入されており、第１
軸受部５０１ａおよび第２軸受部５０１ｂと摺動可能に配置されている。
　第１固定部１８６ｂは、第１端部１８６ｄから光軸方向に突出しており、軸本体１８６
ａよりも細い円柱状の部分である。第１固定部１８６ｂは、第１支持孔５０６ａに挿入さ
れており、第１台座部５０６ｂに圧入固定されている。第１固定部１８６ｂの光軸方向の
寸法Ｊ１は第１支持孔５０６ａの光軸方向の寸法Ｊ２と概ね同じである。
【００２２】
　第２固定部１８６ｃは、軸本体１８６ａの第２端部１８６ｅから光軸方向に突出してお
り、軸本体１８６ａよりも細い円柱状の部分である。第２固定部１８６ｃは、第２支持孔
５０７ａに挿入されており、第２台座部５０７ｂに圧入固定されている。第２固定部１８
６ｃの光軸方向の寸法Ｊ３は第２支持孔５０７ａの光軸方向の寸法Ｊ４と概ね同じである
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。
　図７～図９に示すように、第１台座部５０６ｂの外径Ｄ１（第１台座部の最大外形寸法
の一例）は軸本体１８６ａの外径Ｄ２（軸本体の最大外形寸法の一例）よりも小さい。軸
本体１８６ａの中心線Ｃ１および第１台座部５０６ｂの中心線Ｃ２は概ね一致しているの
で、図８に示すように、第１台座部５０６ｂは光軸方向から見た場合に軸本体１８６ａの
外形の範囲内に配置されている。言い換えると、光軸方向から見た場合に、第１台座部５
０６ｂは軸本体１８６ａの外形の範囲外にはみ出していない。したがって、第１軸受部５
０１ａがマスターフランジ２４０に近づいても第１台座部５０６ｂが第１軸受部５０１ａ
と干渉することがなく、第１軸受部５０１ａが軸本体１８６ａの外周側の領域だけでなく
第１台座部５０６ｂの外周側の領域も移動可能となっている。
【００２３】
　同様に、第２台座部５０７ｂの外径Ｄ３（第２台座部の最大外形寸法の一例）は軸本体
１８６ａの外径Ｄ２よりも小さい。軸本体１８６ａの中心線Ｃ１および第２台座部５０７
ｂの中心線Ｃ３は概ね一致しているので、図９に示すように、第２台座部５０７ｂは光軸
方向から見た場合に軸本体１８６ａの外形の範囲内に配置されている。言い換えると、光
軸方向から見た場合に、第２台座部５０７ｂは軸本体１８６ａの外形の範囲外にはみ出し
ていない。したがって、第２軸受部５０１ｂが固定枠２３０に近づいても第２台座部５０
７ｂが第２軸受部５０１ｂと干渉することがなく、第２軸受部５０１ｂが軸本体１８６ａ
の外周側の領域だけでなく第２台座部５０７ｂの外周側の領域も移動可能となっている。
　このように、第３レンズ枠１３０ｃのガイド部５０１は、マスターフランジ２４０の第
１規制面５０６ｃから固定枠２３０の第２規制面５０７ｃまでの領域を光軸方向に移動可
能となっている。
【００２４】
　＜レンズ鏡筒の特徴＞
　（１）以上に説明したように、レンズ鏡筒１００では、光軸方向から見た場合に第１台
座部５０６ｂが軸本体１８６ａの外形の範囲内に配置されているので、第１軸受部５０１
ａが第１台座部５０６ｂの外周側の領域まで移動可能となる。したがって、第３レンズ枠
１３０ｃの可動範囲を広く確保しつつ、レンズ鏡筒１００の小型化が可能となる。
　同様に、光軸方向から見た場合に第２台座部５０７ｂが軸本体１８６ａの外形の範囲内
に配置されているので、第２軸受部５０１ｂが第２台座部５０７ｂの外周側の領域まで移
動可能となる。したがって、第３レンズ枠１３０ｃの可動範囲を広く確保しつつ、レンズ
鏡筒１００の小型化が可能となる。
　（２）第１台座部５０６ｂの外径Ｄ１が軸本体１８６ａの外径Ｄ２よりも小さいので、
軸本体１８６ａおよび第１台座部５０６ｂに寸法誤差が生じても、第１台座部５０６ｂを
軸本体１８６ａの外形の範囲内に確実に配置することができる。また、第２台座部５０７
ｂの外径Ｄ３が軸本体１８６ａの外径Ｄ２よりも小さいので、軸本体１８６ａおよび第２
台座部５０７ｂに寸法誤差が生じても、第２台座部５０７ｂを軸本体１８６ａの外形の範
囲内に確実に配置することができる。
【００２５】
　（３）ガイド軸１８６の第１固定部１８６ｂが第１支持孔５０６ａに挿入されているの
で、ガイド軸１８６を第１台座部５０６ｂに固定しやすくなり、ガイド軸１８６の固定強
度を高めることができる。また、第１支持孔５０６ａが第１台座部５０６ｂおよびプレー
ト部２４１を光軸方向に貫通しているので、第１固定部１８６ｂの長さを長く設定するこ
とができ、ガイド軸１８６の固定強度をさらに高めることができる。
　同様に、ガイド軸１８６の第２固定部１８６ｃが第２支持孔５０７ａに挿入されている
ので、ガイド軸１８６を第２台座部５０７ｂに固定しやすくなり、ガイド軸１８６の固定
強度を高めることができる。また、第２支持孔５０７ａが第２台座部５０７ｂおよび環状
部２３１を光軸方向に貫通しているので、第２固定部１８６ｃの長さを長く設定すること
ができ、ガイド軸１８６の固定強度をさらに高めることができる。
【００２６】
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　（４）第１軸受部５０１ａの光軸方向の寸法Ｈ１（第１摺動孔５０１ｃの光軸方向の寸
法）が第１台座部５０６ｂの光軸方向の寸法Ｈ２よりも長いので、第１軸受部５０１ａが
光軸方向に移動して第１台座部５０６ｂの外周側に到達しても、第１軸受部５０１ａの一
部が軸本体１８６ａと摺動可能な状態を維持できる。したがって、第１軸受部５０１ａが
第１台座部５０６ｂに嵌り込んで軸本体１８６ａに引っかかるのを防止できる。
　同様に、第２軸受部５０１ｂの光軸方向の寸法Ｈ３（第２摺動孔５０１ｄの光軸方向の
寸法）が第２台座部５０７ｂの光軸方向の寸法Ｈ４よりも長いので、第２軸受部５０１ｂ
が光軸方向に移動して第２台座部５０７ｂの外周側に到達しても、第２軸受部５０１ｂの
一部が軸本体１８６ａと摺動可能な状態を維持できる。したがって、第２軸受部５０１ｂ
が第２台座部５０７ｂに嵌り込んで軸本体１８６ａに引っかかるのを防止できる。
【００２７】
　（５）第３レンズ枠１３０ｃが光軸方向に離れて配置された第１軸受部５０１ａおよび
第２軸受部５０１ｂを有しているので、ガイド部５０１とガイド軸１８６とのがたつきを
抑制することができ、第３レンズ枠１３０ｃの駆動状態を安定させることができる。
　＜他の実施形態＞
　本発明の実施形態は、前述の実施形態に限られず、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で種
々の修正および変更が可能である。また、前述の実施形態は、本質的に好ましい例示であ
って、本発明、その適用物、あるいはその用途の範囲を制限することを意図するものでは
ない。
　なお、前述の実施形態と実質的に同じ機能を有する構成については、同じ符号を使用し
、その詳細な説明は省略する。
【００２８】
　（１）前述の実施形態では、光軸方向から見た場合に第１台座部５０６ｂが軸本体１８
６ａの外形の範囲内に配置されていれば、第１台座部５０６ｂの形状は前述の形状に限定
されない。例えば、第１台座部５０６ｂの外径Ｄ１が軸本体１８６ａの外径Ｄ２と同等で
あってもよい。また、第１台座部５０６ｂの形状は、円筒状でなくてもよく、概ね筒状で
あればよい。したがって、例えば、第１台座部５０６ｂの外周の一部が平面状にカットさ
れていてもよいし、第１台座部５０６ｂの外形が多角形であってもよい。ここで、「光軸
方向から見た場合に第１台座部が軸本体の外形の範囲内に配置されている」状態には、第
１台座部の外形が軸本体の外形と一致している状態も含まれる。
　同様に、光軸方向から見た場合に第２台座部５０７ｂが軸本体１８６ａの外形の範囲内
に配置されていれば、第２台座部５０７ｂの形状は前述の形状に限定されない。例えば、
第２台座部５０７ｂの外径Ｄ３が軸本体１８６ａの外径Ｄ２と同等であってもよい。また
、第２台座部５０７ｂの形状は、円筒状でなくてもよく、概ね筒状であればよい。したが
って、例えば、第２台座部５０７ｂの外周の一部が平面状にカットされていてもよいし、
第２台座部５０７ｂの外形が多角形であってもよい。ここで、「光軸方向から見た場合に
第２台座部が軸本体の外形の範囲内に配置されている」状態には、第２台座部の外形が軸
本体の外形と一致している状態も含まれる。
【００２９】
　（２）ガイド軸１８６が第１固定部１８６ｂおよび第２固定部１８６ｃを有していなく
てもよい。例えば、ガイド軸１８６が軸本体１８６ａのみから構成されていてもよい。こ
の場合、軸本体１８６ａの第１端部１８６ｄが第１台座部５０６ｂに接着などにより固定
され、軸本体１８６ａの第２端部１８６ｅが第２台座部５０７ｂに接着などにより固定さ
れる。この場合、第１支持孔５０６ａおよび第２支持孔５０７ａは省略できる。
　（３）前述の実施形態では、ガイド軸１８６の両端が第１台座部５０６ｂおよび第２台
座部５０７ｂにそれぞれ固定されているが、第１台座部５０６ｂおよび第２台座部５０７
ｂのうちいずれか一方のみでガイド軸１８６を支持してもよい。
　（４）第１支持孔５０６ａは第１台座部５０６ｂおよびプレート部２４１を貫通してい
るが、第１支持孔５０６ａが貫通孔でなくてもよい。例えば、第１支持孔５０６ａが第１
台座部５０６ｂにのみ形成されていてもよい。
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【００３０】
　同様に、第２支持孔５０７ａは第２台座部５０７ｂおよび環状部２３１を貫通している
が、第２支持孔５０７ａが貫通孔でなくてもよい。例えば、第２支持孔５０７ａが第２台
座部５０７ｂにのみ形成されていてもよい。
　（５）前述の実施形態では、光学素子としてフォーカスレンズを例にレンズ鏡筒につい
て説明しているが、前述の技術は、ズームレンズ枠など、特定の方向に移動可能に配置さ
れたレンズ枠に対しても適用することができる。
　（６）前述の実施形態では、第１台座部５０６ｂおよび第２台座部５０７ｂの外径を小
さくすることで、第３レンズ枠１３０ｃの可動範囲を拡大しているが、図１０に示すよう
に、ガイド部５０１が入り込める凹部をマスターフランジ２４０や固定枠２３０に設けた
場合でも、前述の実施形態と同様の効果を得ることができる。
【００３１】
　具体的には図１０に示すように、マスターフランジ２４０は第１凹部２４２を有してい
る。第１凹部２４２内に第１支持孔２４３が形成されている。第１支持孔２４３にはガイ
ド軸１８６の第１固定部１８６ｂが圧入されている。第１凹部２４２は、第１支持孔２４
３の周辺に形成されており、光軸方向に窪んでいる。第１凹部２４２内には第１底面２４
２ａが形成されており、第１凹部２４２よりも外側には第１基準面２４２ｂが形成されて
いる。第１底面２４２ａは第１基準面２４２ｂよりも光軸方向において第１軸受部５０１
ａから離れた位置に配置されている。ガイド部５０１の第１軸受部５０１ａは第１凹部２
４２内に入り込むことができる。より詳細には、第１軸受部５０１ａの第１端面５０１ｍ
は第１基準面２４２ｂよりも第１底面２４２ａの近くまで移動することができる。
　また、固定枠２３０は第２凹部２３２を有している。第２凹部２３２内に第２支持孔２
３３が形成されている。第２支持孔２３３にはガイド軸１８６の第２固定部１８６ｃが圧
入されている。第２凹部２３２は、第２支持孔２３３の周辺に形成されており、光軸方向
に窪んでいる。第２凹部２３２内には第２底面２３２ａが形成されており、第２凹部２３
２よりも外側には第２基準面２３２ｂが形成されている。第２底面２３２ａは第１基準面
２３２ｂよりも光軸方向において第２軸受部５０１ｂから離れた位置に配置されている。
ガイド部５０１の第２軸受部５０１ｂは第２凹部２３２内に入り込むことができる。より
詳細には、第２軸受部５０１ｂの第２端面５０１ｎは第２基準面２３２ｂよりも第２底面
２３２ａの近くまで移動することができる。
【００３２】
　このような構成であっても、前述の実施形態と同様の効果を得ることができる。
　（７）また、ガイド軸１８６に支持孔が形成されていてもよい。具体的には図１１に示
すように、ガイド軸１８６は、軸本体１８６ａのみを有しており、第１固定部１８６ｂお
よび第２固定部１８６ｃを有していない。軸本体１８６ａの第１端部１８６ｄには第１固
定孔１８６ｆが形成されている。軸本体１８６ａの第２端部１８６ｅには第２固定孔１８
６ｇが形成されている。
　一方、マスターフランジ２４０は、プレート部２４１から光軸方向に突出した第１突起
２４５を有している。第１突起２４５は第１固定孔１８６ｆに圧入されている。マスター
フランジ２４０は第１台座部５０６ｂを有しておらず、プレート部２４１の第１規制面５
０６ｃが第１端部１８６ｄと光軸方向に当接している。
【００３３】
　固定枠２３０は、環状部２３１から突出した第２突起２３５を有している。第２突起２
３５は第２固定孔１８６ｇに圧入されている。固定枠２３０は第２台座部５０７ｂを有し
ておらず、環状部２３１の第２規制面５０７ｃが第２端部１８６ｅと光軸方向に当接して
いる。
　このような構成であっても、前述の実施形態と同様の効果を得ることができる。
　（８）固定鏡筒１１０を例に第１支持枠を説明しているが、第１支持枠は固定鏡筒１１
０に限定されない。例えば、第１支持枠は、固定鏡筒１１０のように複数の部材から構成
されていてもよいし、一体形成されていてもよい。また、第１支持枠が固定鏡筒１１０だ
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けでなく固定鏡筒１１０に固定された他の部材も含んでいてもよい。例えば、固定鏡筒１
１０が第１ベース部および第１台座部を有しており、固定鏡筒１１０に固定された他の部
材が第２ベース部および第２台座部を有していてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００３４】
　本発明は、デジタルスチルカメラやデジタルビデオカメラなどの撮像装置に用いられる
レンズ鏡筒に適用可能である。
【符号の説明】
【００３５】
　　　１　　デジタルカメラ（撮像装置の一例）
　１００　　レンズ鏡筒（レンズ鏡筒の一例）
１１０　　固定鏡筒（第１支持枠の一例）
１２０　　移動鏡筒
　１２０ａ　　第１移動鏡筒
　１２０ｂ　　第２移動鏡筒
　１２０ｃ　　第３移動鏡筒
　１３０ａ　　第１レンズ枠
　１４０ａ　　第１レンズ群
　１３０ｂ　　第２レンズ枠
　１４０ｂ　　第２レンズ群
　１３０ｃ　　第３レンズ枠（第２支持枠の一例）
　１４０ｃ　　第３レンズ群（光学素子の一例）
　１８６　　　ガイド軸（ガイド軸の一例）
　１８６ａ　　軸本体（軸本体の一例）
　１８６ｂ　　第１固定部（第１固定部の一例）
　１８６ｃ　　第２固定部（第２固定部の一例）
　２３０　　固定枠
　２３１　　環状部（第２プレート部の一例）
　２４０　　マスターフランジ
　２４１　　プレート部（第１プレート部の一例）
　５００　　第３レンズ群ユニット
　５０１　　ガイド部
　５０１ａ　第１軸受部（第１軸受部の一例）
　５０１ｂ　第２軸受部（第２軸受部の一例）
　５０２　　ステッピングモータ
　５０４　　バネガイド
　５０５　　バネ
　５０６ａ　　第１支持孔（第１支持孔の一例）
　５０６ｂ　　第１台座部（第１台座部の一例）
　５０７ａ　　第２支持孔（第２支持孔の一例）
　５０７ｂ　　第２台座部（第２台座部の一例）
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